





















































以前のものでは，16世紀にマテオリッチが Regni Chinensis descriptio（『中国札記』）で所謂
‘官話’ の意味で “Mandarinos” という表現を記述して以来2），のちにマティアが A Course of 
Mandarin Lessons（『官話類編』）で，共通言語としての “Northern Mandarin” の優勢と使用
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人口から見た “Southern Mandarin” の優勢などを指摘するまで3），数多くの西洋人による著
作のなかで “官話” の名称と定義が記述されて来た。後者の字典類もこれと同様に，数多く



















　マテオリッチの『中国札記』には中国の言語に関する記述 “Magiſtratus omnes, ſive 
Philoſophici, ſive militaris fuerint Senatus, Sinenſi lingua Zuonfu (Præſides dixeris) appellantur. Sed 
honoris iidem non officii cauſa Lavye, vel Lautie nuncupantur. Id Dominum ac Parentem ſonat. 
Luſitani Magiſtratus illos, à mandãdo fortaſſe, Mandarinos vocant, quo nomine jam etiam apud 






1.2　 マテオリッチ　利瑪竇 Matteo Ricci，ルッジェーリ　羅明堅 Michele Ruggieri (1584?)
『賓主問答私擬』
　マテオリッチとルッジェーリの『賓主問答私擬』にはローマ字表記で ‘官話’ に関する例
文 “che iuo` giu chin tu schiau te` ngo muẽ cie piẽ cuõ cua pu schiau te” があり，これに漢字を当
てはめると “答曰如今都曉得我們這邊官話不曉得7）” となる。



















1.5　プレマール　馬若瑟 Prémare『中國語文註解（Notitia Linguae Sinicae）』（『註解』）














19世紀の西洋人による ‘官話’ の名称と定義の変遷をたどるべく，当該時期の著作の ‘官
話’ に関連する記述を可能な限り取り上げた。
2.1　 ド・ギーニュ　德經 Deguignes (1808) Voyages a Peking, Manille et L’île de Franse, 
Faits Dans l’intervalle des années 1784 à 1801.
　ド・ギーニュは本書で中国語を古文，文章，官話，郷談の四種に分類し，本文391頁から







　マーシュマンは ‘官話’について，その名称として “Mandarine or Court language” と




　モリソンは本書で，‘官話’ について極めて簡単に触れており，「欧州で “Mandarine Tongue”
と称される宮廷の言語で，中国語ではこれを “官話 Kwan hwa” すなわち “Public officer’s 




2.4　 モリソン　馬禮遜 Morrison (1816) Dialogues and Detached Sentences in the Chinese 
Language.
　本書はタイトルで会話，つまり口語を謳っているが ‘官話’ に関する記述は見当たらない。
2.5　 Shaou Tih (1826) The English and Chinese student’s assistant or colloquial phrases, 
letters etc.
　本書ではタイトルに口語も謳っているが ‘官話’ に関する記述が見当たらない。


















2.8　ロバート・トーム　羅伯䟨 Robert Thom (1840)『意拾喩言』
　内田慶市（2001）が指摘しているように，ロバート・トームは中国語を “文字（Written 
Language）” と “言語（Spoken Chinese）” とに分類した。“文字（Written Language）” とは書
面語のことで，それは古文，時文を含み，時文はさらに文章，伝誌，雑録などに分類され




の “正音” と “官話” に対する見方を見てとれる。“正音” と “官話” の二つの概念間の関
係はさらに考察するに値する問題である21）。
2.9　 ウィリアムズ　衛三畏 Williams, Samuel Wells (1842) Easy Lessons in Chinese or 
Progressive Exercises.『拾級大成』
　本書は広東方言を学習する教材で，ウィリアムズはテキスト本文の会話文の問答で，“白
話” と “官話” を提示していずれかを選択させるやりとりを挙げている。このほか，本文中
には “官話” が幾つか使われているが，対訳の英文はいずれも “Mandarin dialect” ではなく
“court dialect” である。
2.10　ギュツラフ　郭實臘 Philo-Sinensis【Gützlaff】(1842) Notices of Chinese Grammar
　ギュツラフは本書で “Mandarin dialect” の発音について言及する際に，各地方の方言と
“Mandarin” との間には相当の隔たりがあることを指摘している。
2.11　 メドハースト　麥都思 Medhurst, Walter Henry (1844) Chinese dialogues, questions, 
and familiar sentences literally rendered into English, with a view to promote 
commercial intercourse, and to assist beginners in the language.（及び1863年の第２
版）
　本書はメドハーストによる会話教科書である。初版はメドハースト自身によるもので，第
二版はメドハーストの息子によるものである。初版には “官話” すなわち “mandarin 
dialect” の語が見られ，それが十八の行政区で通用している言語であり，他方で “土音” つ
まり “local dialect” はこれと相対的な存在であることに言及している。第二版では記述に若
干の変化があり，“官話” は “official dialect” であり，“土音” は “patois” となっている。初
版と第二版の ‘官話’ に関連する例文は以下の通りである。
⑴　1844版 p. 11
　　他講土音 He speaks the local dialect.
　　我不知道 I do not know what he says.
　　好講  官話  It is good to speak the   mandarin dialect  .
　　十八省都通得 the eighteen provinces all understand it.
　　各處有自己的土音 Every place has its own peculiar local dialect.




　　若是土話怎麼說 How would you say it in the patois?
　　說土話好或是  官話  好 Had I best speak in the patois or in the   official dialect  ?
　　官話好十八省都曉的 Better speak the   official dialect  , as you will then be understood 
throughout China.
　　各處兒有各處兒的土話 Every place has its own patois.
　　所以中國話狠難學 Hence the difficulty of acquiring the Chinese language.
2.12　バザン　巴贊 Bazin (1845) Mé moire sur les principes gé né raux du Chinois vulgaire.
　バザンは本書の本文112頁でロバート・トームによる分析 “The Canton dialect differs from 
the mandarin (kouan-hoa) about as much as Portuguese does from Spanish, the difference between 
Fô-kièn and mandarin (kouan-hoa) is very mugh greater.” を引用しているが，これはバザンが基
本的にトームの見解に沿っていることの証左の一つだと言えよう。バザンは中国語に関して
八項目にまとめている。第一に，中国語は “文言” と “口語” に大別されること。第二に，
“文言” すなわち “文字” は話す言語ではなく，書く言語であること。第三に，“口語” すな
わち “官話” は中国の「生きている」言語であり，共通語であり，自然な言語であること。
第四に，‘官話’ には二種類あり，一つは “北官話” で，もう一つは “南官話” であり，“北
官話” は北京の方言で，“南官話” は南京の方言であること。第五に，口語には “官話” の






2.13　 デービス　戴維斯 Davis. J. F (1845) The Chinese A General Description of China 
and Its Inhabitants.（旅行記）
　デービスは本書の本文120頁で「南方の純粋な “Kwan-hwa” あるいは地方色の変化によっ
て大いに転訛している北京の “mandarin dialect” に上達しているゆえに，わたしはすでに方
言の違いを観察できる」と述べている。この一文から，デービスの南方の ‘官話’ と北京の
‘官話’ に関する見解を知ることができる22）。また，デービスは同じく本文の76頁で，ほど





2.14　 メドーズ　密迪樂 Meadows , Thomas Taylor (1847) Desultory notes on the 
government and people of China, and on the Chinese language: illustrated with a 
skech of the province of Kwang-Tûng, shewing its division into departments and 
districts.
　メドーズが本文20頁で “colloquial Chinese” がこの言語（つまり中国語：筆者注）で最も
基本のスタイルであり，それはいずれかの方言のことを言うのではなく，官僚によって話さ
れる “general oral language of the country” であると記述する24）。またメドーズは本文44頁で，
自らの広東滞在中に接触した様々な階層の官僚の半数が純粋な “Pekin colloquial” か，だい
たいそれに似た言語を話したこと，モリソンやメドハーストが辞書に “mandarin” として，
そしてウィリアムズが語彙集に “court dialect” として記述された発音を使わなかったことも
指摘している25）。
2.15　 サマーズ　薩默斯 Summers, James (1853) Lecture on the Chinese language and 
literature.
　サマーズは本書では “Mandarin” という表現を使っておらず，一方で幾つかの “Court”
が見られる。サマーズの記述によれば，五つの声調をもつ南京のことばが，“Court” で通用
する口語であるゆえに “court dialect” と言うことである26）。
2.16　 Hernisz, Stanislas (1854) A guide to conversation in the English and Chinese 
languages for the use of Americans and Chinese in California and elsewhere習漢英合
話 .
　本書で記述されているのは，各地の方言や地方の “patois” が中国では話されているが，
“the written language” つまり書かれた言語は帝国全体で共通であること，そして，それが宮
廷や政府の役人によって最も純粋なかたちで話されていることによって，“Kwan Hwa” ある
いは “Mandarin Dialect” と呼ばれることである。それゆえに本書は帝国の全ての地区のネイ
ティブ（つまり中国語母語話者：筆者注）を対象とするために “Kwan Hwa” で書かれたと
も記述している。上記で言うところの “the written language” がすなわち “Kwan Hwa” ある





2.17　 エドキンズ　艾約瑟 Edkins, Joseph (1857) A Grammar of the Chinese Colloquial 
Language, commonly called the Mandarin Dialect.
　エドキンズは本書で，宮廷・政府で使われる発音は中国固有の名称では “KWAN HWA”





2.18　 ウェード　威妥瑪 Wade, Thomas Francis (1859) The Hsin Ching Lu; or, Book of 







の比率が高いと語った事実を挙げ，“Dialect of Pekig” つまり北京方言は官僚がマスターすべ
き言語であるという認識を示している33）。このような考え方は後の大作『語言自邇集』の内
容にも引き継がれている。
2.19　 エドキンズ　艾約瑟 Edkins, Joseph (1862) Progressive lessons in the Chinese 
spoken language: with lists of common words and phrases, and an appendix 
containing the laws of tones in the Peking dialect（本文参照1885年第五版）
　エドキンズは本書の例文中にわずかに “Chinese spoken language” “standard Mandarin 
orthography” “Peking dialect” などの語を挙げているが，‘官話’ に関する個別の事象につい
て詳細な解釈はしていない34）。







かで ‘官話’ について記述しており36），その南北差を明確に指摘し，“南官話” を “正音” あ
るいは “通行之話” つまり “the language of universal circulation（共通の言語：筆者注）” と







2.21　 エドキンズ　艾約瑟 Edkins, Joseph (1864) A Grammer of the Chinese Colloquial 
Language第２版
　本書では “Kwan-hwa” “mandarin pronunciation” “mandarin dialect” など，‘官話’ に関連す
るキーワードが頻出する。南部まき（2006）などの先行研究は，エドキンズは本書で ‘官
話’ を “Nanking Mandarin” “Peking Mandarin” “Northern Provinces” “Western Mandarin” の四
種に分類したことを指摘している。さらに本書でエドキンズは，首都の言語としての北京方
言が ‘官話’ のスタンダードであり，南京，北京，四川の方言（それぞれの ‘官話’ のこと：
筆者注）はお互いに隔たりのある ‘官話’ の品種であることを指摘している38）。
2.22　 サマーズ　薩默斯 Summers, James (1864) The rudiments of the Chinese language, 
with dialogues, exercises and a vocabulary.
　サマーズは本書の “All that the reader of this little book may expect to find here is, directions 
how to acquire the spoken language,̶common, more or less, to all China,̶which is commonly 
called the Mandarin Dialect. (Introduction, p. 8)” という一文で，‘官話’ が中国で一般的に
“Mandarin Dialect”（すなわち ‘官話’：筆者注）と呼ばれる口頭語であるという概念に言及
している。また，このほか「‘官話’ には五つの声調がある」と記述し39），あわせて五つの
声調（1st平聲 2d上聲 3d去聲 4th入聲 5th下平聲）を列挙している。
2.23　ロプシャイド　羅存德 Lobscheid, William (1864) Grammar of the Chinese Language.
　ロブシャイトはドイツ人ゆえに，ドイツと高地ドイツ語の関係によって中国と “Mandarin 
tongue（すなわち ‘官話’：筆者注）” の関係を論じている。このほか，さらに地方の方言と
共通語すなわち “language of the country (the Mandarin)” との関係についても言及している40）。
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2.25　 ロプシャイド　羅存德 Lobscheid, William (1864) Chinese-English grammar英話文法
小引 .
　書名に “Chinese” と明記するものの，本書が指す “Chinese” は広東方言のことで，序文
と本文いずれも ‘官話’ に関する記述はない。
2.26　ラントット　Lanctot, Benoni (1867) Chinese and English phrase book華英通語 .












話’ の枠のなかで官話のバリエーションを記述してきた中で，明らかに “北京” に軸足を置
いたウェードの ‘官話’ へのスタンスは従来のものとは毛色が違い，ここからウェード自身
の北京重視の姿勢と，さらに南から北へとシフトする時代の趨勢を見てとることができる。
2.28　クロフォード　高第丕 Crawford, T. P (1869) Mandarin Grammar《文學書官話》
　本書は ‘官話’ の語法教科書として，書名にも “官話” を冠し，‘官話’ の語法的特徴には
全面的な解釈が見られるが，‘官話’ の概念に関する記述は見られない。書名にいう “文學”




2.29　イエーツほか　耶茨ほか　Yatesほか (1871, 1893, 1904) First lessons in Chinese.
　イエーツは本書の序文では ‘官話’ について言及しておらず，わずかに “the spoken 
dialects of China” の記述が見られるのみであるが，本文では以下の二つの例文が見られる。
　　To speak in mandarin朵司比克一五蠻五臺兒衣五 打官話 täng guen wo. （本文 p. 146）
　　To learn mandarin朵勒兒五蠻五台兒一五 學官話 ou vung-le. （本文 p. 165）
2.30　 ジャイルズ　翟理斯 Giles, H. A (1872, 1887, 1892, 1901, 1907, 1916) Chinese without 
a Teacher, being Collection of Easy and Useful Sentences in the Mandarin Dialect.
　ジャイルズによるこの教科書は少なくとも1872年，1887年，1892年，1901年，1907年，
1916年の六つの版がある。本稿ではこのうち1887年の版本を見たところ，書名は明らかに
“Mandarin Dialect” と表示しているが，さらに序文の “The following Lessons and Vocabnlary 
are intended to assist those who wish to acquire quickly a temporary or superficial knowledge of the 
Chinese language as spoken in the northern provinces, and by educated people all over the Empire.”
という記述からも北方重視の立場が明らかである。
2.31　 マッキルベイン　文璧 McIlvaine, J. S (1880) Grammatical Studies in the Colloquial 
Language of Northern China.
　本書はマッキルベインによる北方の口語の教材であるが，最後の “文理（文言のこと：筆
者注）” に関する一節を除いて “mandarin” という語が使われておらず，一貫して “Colloquial”
で口語を表しており，同時に南方方言 “Southern dialects” が北方方言 “the northern” よりも
更に広く用いられていることを指摘している。本書はまた “文理” を説明する際に，‘文
理’ と ‘官話’ の語法構造が似通っているために理解し易いとも述べている。
2.32　 サイデンストリッカー 賽登斯特里克 Sydenstricker, A (1889) An exposition of the 
construction and idioms of Chinese sentences as found in colloquial Mandarin. For the 






方 ‘官話’ の優勢，使用人口の面から見た南方 ‘官話’ の優勢などを詳細に記述している。
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の地域分布に従ってさらに詳細に “Honan Mandarin”，“Shangtung Mandarin” などに細分さ
れる。“Northern Mandarin” を使用する大多数は北京人で，“Northern Mandarin” は “the court 
dialect” として最も流行しており，一般的には帝国全体の共通語である。“Southern 




















１） 中国語学研究会（1957）『中国語学新事典１ 中国語概論』p. 15参照。
２） Matteo Ricci, Regni Chinensis descriptio『中国札記』 p. 104参照。原文は “Id Dominum ac Parentem 
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ſonat. Luſitani Magiſtratus illos, à mandãdo fortaſſe, Mandarinos vocant, quo nomine jam etiam apud 
Europȩos Sinici Magiſtratus intelliguntur.”
３） Matteer (1892) A Course of Mandarin Lessons『官話類編』参照。原文は “Northern Mandarin is 
Largely dominated by Pekingese which, being the court dialect, is most fashionable, and is the 
accredited language of officials throughout the empire. Southern Mandarin is more widely used and 
spoken by a larger number of people than Northen Mandarin.”











10） 古屋昭弘（1996）pp. 123‒127と西山美智江（2003）pp. 98‒102参照。

















16） ド・ギーニュの原文は “Les Chinois ont plusieurs manières de composer, c’est-à-dire, différentes 
sortes de styles; savoir, 1.° le Kou-ouen, 2.° le Ouen-tchang, 3.° le Kouan-Hoa, 4.° le Hiang-tan. (p. 
391)”，“Le Kouan-hoa est le langage des mandarins, des lettrés et de toutes les personnes instruites. Le 
Hiang-tan est le patois ou le langage du peuple. (p. 392)”，“Le Kouan-hoa est beaucoup plus étendu que 
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le Ouen-tchang; ce style acquiert plus ou moins de force et de claret, suivant le génie de celui qui parle. 
Il admet des synonymes, des prépositions, des adverbes, des particules, enfin tout ce qui peut lier le 
discours, le rendre clair, expressif, et le mettre à la portée de tout le monde. L’arrangement des mots y 
est plus simple et plus naturel, les temps sont varies et le sens est plus intelligible; mais en même temps 
le Kouan-hoa perd à être écrit, et ne convient que pour le langage. (p. 394)” である。
17） マーシュマンの原文は “The system here detailed, forms, what is generally termed the Mandarine or 
Court language; which is said to be more extensively understood than any provincial dialect. While, 
therefore, the plain and simple rules laid down herein for pronouncing the various classes of consonants, 
vowels, and nasals, constitute the principles on which the Mandarine language is founded, they form a 
key to the genuine pronunciation of the language in general.” である。
18） モリソンの原文は “The pronunciation of the court, called in Europe the Mandarine Tongue (in 
Chinese話官 Kwan hwa Public officer’s dialect) and which is spoken by public officers and persons of 
education in every part of the Empire, is different from the dialect of each Province.” である。
19） 高田時雄（1997）p. 771 参照。クラプロートによるフランス語訳本序文の原文は “M. Timkovski 
a adopté dans son ouvrage le dialecte de Péking, pour la transcription des noms et des mots chinois. 
Cependant ce dialecte est un des plus corrompus de la Chine. Qui reconnaîtrait, par exemple, Péking en 
Bedzin, Ki ming en Dzi min, Kiang nan en Dziœn nan, Khang hi en Kansi, Khian loung en Tsiœn lounn, 
et Hi fung khéou en Si fynn keou, etc.? M Klaproth a jugé qu’il convenait de remplacer ce dialecte par 
celui de Nanking, parce qu’il est le plus elegant; d’ailleurs c’est celui que les missionnaires qui ont écrit 
sur la Chine, ont adopté dans leurs ouvrages, et c’est le plus connu en Europe. En ce sens, il en est de 
l’idiome chinois comme de la langue allemande: Vienne peut passer pour la capital de l’Allemagne; 
mais ceux qui voudraient écrire sur ce pays, se garderaient bien d’orthographier l’allemand d’après le 
mauvais jargon de cette ville, de peur de ne pas être compris par les habitans de ce pays eux-mêmes. 
(preface, p. vij)” である。
20） 内田慶市（2001）及び内田慶市（2010）参照。
21） 本書で “官話” と “正音” について記述している原文は “The南官話 Nan Kwan-hwa, otherwise 
called the 正音 ching yin “true pronunciation,” and the tung-hing-teĭh-hwa, or language of universal 






音（true pronunciation）」あるいは「通行語（language of universal circulation）」と呼ばれる。こ
れが正式な「官話」であり，南京で使用されるものである。「南官話」の特徴としては「入声」
を持つということがあり，多くの小説はこの「南官話」を用いて書かれている」とする。
22） デービスの原文は “I could already observe a difference of dialect as we advanced to the southward, 




23） デービスの原文で該当する部分は “It is remarkable that almost every province (most of them as 
large as first-class European kingdoms) has its own peculiar dialect. (p. 76)” と “I found great 
advantage in the constant facilities which our situation afforded for conversing in the court, or mandarin 
dialect. (p. 76)” である。
24） メドーズの原文 “The colloquial Chinese* is the least terse style in the language; (p. 20)” とこの一文
の脚注 “I refer here to the general oral language of the country, as spoken by the mandarins, not to any 
of the dialects. (p. 20)” による。
25） メドーズの原文は “Of all the mandarins of different ranks with whom I have held conversations, 
during a three years’ residence in Canton, while fully one half spoke the pure Pekin colloquial, and the 
language of all approached it more or less, not one used the pronunciation given as the mandarin by 
Morrison, and by Mr. Medhurst, in their dictionaries, and as the court dialect by Mr. Williams (with a dif 
ferent orthography), in his vocabulary. (p. 44)” である。
26） サマーズの原文は “We will here consider the five tones of the Nankin, or court dialect, so called 
because spoken at court and throughout the empire by persons in an official capacity. (p. 23)” である。
27） Hernisz の原文は “Many provincial Dialects and local patois are spoken in China, but the written 
language is the same throughout the whole Empire. It is spoken in its greatest purity at court, and by the 
officers of the government; hence its name “Kwan Hwa” or Mandarin Dialect. This work being intended 
for natives of all parts of the Empire, is written in the “Kwan Hwa”. (Introduction, p. II)” である。
28） エドキンズの原文は “The native name of the pronounciation used at court, and in public offices is 
KWAN HWA, or mandarin dialect. (p. 7)” である。
29） エドキンズの原文は “This dialect is in its essencial features, the common language of the people in 
the provinces north of the Yang-tsï-kiang, in Sï-c‘hwen, Yün-nan, Kwei-cheu, and in parts of Hu-nan 
and Kwang-si. (p. 7)” である。
30） エドキンズの原文は “The pronunciation of these regions readily separates into three systems; that of 
Nanking, of Peking with the northern provinces, and of the western provinces. (p. 7)” である。
31） 高田時雄（2001）p. 127参照。
32） ウェードの原文は “The Dialect of Pekig is to China what the Parisian of the salons is to France. It is 
forty years since Dr. Morrison predicted that it would corrupt the general language of the Empire, and 
we make bold to say that this prediction has been to a great extent fulfilled. （序文）” である。
33） ウェードの原文は “In the distant province of Kuang Tung, in 1844, Mr. Meadows tells us from the 
Red Book, 74 of the 231 civilians of the establishment, were natives of Peking, and 15, provincials of 
Chili Li. The latest work published at Canton to teach the Cantonese to speak mandarin, has entirely 
remodelled the old orthography in several syllables, in which the Peking-sounds are fairly approximated. 
There can be no doubt therefore which is the dialect an official interpreter should learn. （前言）” であ
る。
34） エドキンズ（1862）preface, p. 1参照。
35） 内田慶市（2001）及び南部まき（2006）参照。
36） サマーズは‘官話’に関する見解を “The spoken language, the Kwān-hwá 官話 ‘mandarin language,’ 
is also divided into 1. Pě Kwān-hwá 北官話 or Kīng-hwá 京話 ‘the language of Peking’ or ‘the northern 
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mandarin;’ 2. Nân Kwān-hwá 南官話 ‘the southern mandarin,’ which is also called the Chìng-yīn 正音 
‘correet sound;’ and the 通行的話 T‘úng-hîng-tǐ hwá, i. e. ‘the language of universal circulation.’ (part. 
II, p. 4) In the Mandarin or Court dialect̶the Kwān-hwá 官話̶there are four handred and ten 
syllables, besides those with aspirates, as thien or t‘ien.” と記述している。





38） エドキンズの原文は “Nanking Mandarin.̶The pronunciation of these regions readily separates into 
thrce systems; that of Nanking, of Peking with the northern provinces, and of the western provinces. 
(中略) 4 Peking Mandarin.̶In the Peking dialect, 京話 ching hwa, the words of fourth tone-class are 
all distributed among the other four classes, with no rule but custom to determine into which they have 
wandered. (中略) 5 Northern Provinces.̶The pronunciation of the neighbouring provinces is gnided by 
similar laws. (中略) 6 Westeun Mandakin.̶Through political and temporary arrangements, the Peking 
dialect as that of the capital is the standard of Kwan-hwa, but true philology must embrace in its 
researches the whole territory, where in its essential characteristics, the same spoken language prevails. 
(中略) The Nanking and Peking dialects are at least as wide apart, as that of Sï-c’hwen is from either of 
them. In fact, the three are varieties of the same great dialect. (pp. 8‒9)” である。
39） サマーズの原文は “There are in the Mandarin dialect five tones” である。




43） マティア（1900年版）の原文は “Mandarin, or official languages as it is called by the Chinese, is in 
its essential features the language of the people in all the eighteen provinces, except the coast provinces 
south of the Yang-tsi. It may be divided into Northern, Southern and western Mandarin; and; and is often 
further distinguished by provinces, as Honan Mandarin, Shangtung Mandarin, etc. Northern Mandarin is 
Largely dominated by Pekingese which, being the court dialect, is most fashionable, and is the 
accredited language of officials throughout the empire. Southern Mandarin is more widely used and 
spoken by a larger number of people than Northen Mandarin. (Introduction, p. xiii)” である。
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